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地
籍
調
査
の
方
法

①
境
界
の
立
ち
会
い（
一
筆
地
調

査
）を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
法
務
局
に
あ
る

「
公
図
」
と
「
登
記
簿
」
を
現
地
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
境
界

を
所
有
者
が
現
地
立
ち
会
い
の
も

と
調
査
し
確
認
す
る
も
の
で
す
。

②
土
地
を
一
筆
ご
と
に
正
し
く
測

量
し
ま
す
。

　

立
ち
会
い
を
し
て
境
界
が
定

ま
っ
た
ら
、
最
新
の
測
量
方
法
を

用
い
て
、
土
地
を
一
筆
ご
と
に
測

量
し
ま
す
。

③
調
査
や
測
量
の
結
果
を
皆
さ
ん

が
確
認（
閲
覧
）し
ま
す
。

　

調
査
や
測
量
の
結
果
、「
地
籍

図
」
と
「
地
籍
簿
」
を
作
成
し
ま

す
。
そ
の
成
果
は
、
調
査
区
域
に

近
い
施
設
を
利
用
し
て　

日
間
閲

２０

覧
し
ま
す
の
で
確
認
願
い
ま
す
。

④
土
地
登
記
簿
や
公
図
が
書
き
換

え
ら
れ
ま
す
。

　

閲
覧
が
終
わ
っ
た
ら
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
法
務
局
に
送
付
し

ま
す
。
法
務
局
で
は
、
調
査
の
結

果
を
も
と
に
土
地
登
記
簿
や
公
図

を
書
き
換
え
ま
す
。

問　

建
設
総
務
課
（
内
線
５
６
１

６
・
５
６
１
７
）

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
戸
籍
と

も
言
え
る
「
地
籍
」
の
明
確
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
土
調
査

法
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
地
籍
と
言
え
る
も
の
は
、

法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

「
土
地
登
記
簿
」
と
「
公
図
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
明

治
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
土
地

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
原

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
実
施
す
る
地
籍
調
査

は
、
現
在
の
優
れ
た
測
量
技
術
に

よ
っ
て
正
確
で
新
し
い
地
図
（
地

籍
図
）
と
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作

成
し
、
皆
さ
ん
の
土
地
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
調
査
予
定
地
区

２２

開
北
一
丁
目
、
開
北
二
丁
目
、
大

橋
三
丁
目
の
一
部

　

平
成　

年
度
以
降
も
計
画
的
に

２３

実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
調
査
地
区
内
に
土
地
を
所
有
す

る
方
に
は
、
個
別
に
説
明
会
の
通

知
を
し
ま
す
。

　

歴
史
文
化
資
料
展
示
施
設
整
備

の
た
め
、
平
成　

年
６
月
か
ら
平

２３

成　

年
３
月
ま
で
石
巻
文
化
セ
ン

２４
タ
ー
が
休
館
し
ま
す
の
で
、
こ
の

間
の
施
設
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

歴
史
文
化
資
料
展
示
施
設
整

備
対
策
室　

�　

－

１
９
１
０

９３

　

石
巻
市
民
会
館
は
、
開
館
か
ら

　

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
今

４０後
の
利
用
に
お
け
る
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に
お

２２

い
て
、
ホ
ー
ル
施
設
の
耐
震
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
診
断
結
果
に
よ
り
、
利
用

停
止
と
判
断
す
る
場
合
も
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
全
性
が
確
認
で

き
る
ま
で
の
間
、
平
成　

年
３
月

２３

　

日
以
降
の
ホ
ー
ル
施
設
利
用
分

１４に
つ
い
て
受
け
付
け
を
停
止
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
の
結
果
は
、

平
成　

年
３
月
に
出
さ
れ
る
予
定

２３

で
す
。

　

利
用
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆　

耐
震
調
査
の
概
要

１　

本
調
査
は
、
建
物
の
構
造
的

強
度
や
安
全
性
、
想
定
さ
れ
る
被

害
の
程
度
を
判
断
す
る
目
的
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

２　

耐
震
調
査
は
、「
ホ
ー
ル
施

設
」
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

管
理
棟
施
設
（
会
議
室
、
和
室
）

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
通

常
ど
お
り
の
利
用
が
可
能
で
す
。

※
「
ホ
ー
ル
施
設
」
は
、
平
成　
２３

年
３
月　

日
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

１３

問　

財
団
法
人
石
巻
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
公
社
事
務
局　

�　
９４

－

２
８
１
１
（
石
巻
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）・
市
総
務
課
（
内
線
４
０

３
７
）

石
巻
市
民
会
館
の

利
用
予
約
を
停
止

し
ま
す

〔
平
成　

年
３
月　

日
以
降

23

14

の
ホ
ー
ル
施
設
利
用
分
〕

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
が

平
成　

年
６
月
か
ら
休

23

館
し
ま
す
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フ
ェ
ン
ス
等
設
置
補
助
対
象

・
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

①
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

　

１
ｍ
以
上
の
苗
木
を
用
い
て　
５０

�
以
下
の
間
隔
で
植
栽
し
、
支
柱

な
ど
で
適
切
に
固
定
で
き
る
も
の

②
フ
ェ
ン
ス
や
板
塀
を
設
置
す
る

場
合

　

塀
の
み
の
高
さ
が　

�
以
上
の

６０

も
の
と
し
、
基
礎
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
適
切
に
固
定
で
き
る
も
の

補
助
金
額

　

設
置
費
用
の
１
／
３
以
内
（
限

度
額
は
、
設
置
延
長
に
４
、
０
０

０
円
を
乗
じ
て
算
出
し
た
額
、
ま

た
は
、　

万
円
の
い
ず
れ
か
低
い

１０

額
）

※
平
成　

年
２
月　

日
�
ま
で
に

２３

２８

工
事
が
完
了
す
る
も
の

類
（
建
築
確
認
通
知
書
、
登
記
簿

謄
本
等
）
お
よ
び
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
負
担　

延
べ
床
面
積
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

（
例
）延
べ
床
面
積　

�
以
下
の
場

２００

合　

８
、
０
０
０
円

予
定
募
集
戸
数　
　
　

戸
７２

◇
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

　

地
震
発
生
時
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
危
険
度
の
高
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
却
し
て
安

全
を
確
保
す
る
場
合
に
、
除
却
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
却
跡
地
に
軽
量
の

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
す
る
場
合

に
も
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

除
却
補
助
対
象

　

公
道
な
ど
に
面
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、
道
路
か
ら
の

高
さ
が
１
ｍ
（
擁
壁
上
の
場
合
は

０
・
６
ｍ
）
以
上
の
も
の
お
よ
び

そ
れ
ら
に
附
属
す
る
門
柱
で
、
地

震
に
対
す
る
危
険
性
が
認
め
ら
れ

る
も
の

補
助
金
額　

１
�
当
た
り　

４
、

０
０
０
円
を
乗
じ
て
算
出
し
た
額

（
限
度
額　

万
円
）

１５

月　

日
�
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

３１
※
申
し
込
み
の
際
は
、
対
象
建
築

物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
（
耐
震
診
断
結
果
報
告
書
、
耐

震
改
修
計
画
書
）
お
よ
び
印
か
ん

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

耐
震
化
工
事
に
要
す

る
費
用
の
９
分
の
４
以
内
（
限
度

額　

万
円
）
ま
た
、
避
難
弱
者
住

４０
宅
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
金

の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

予
定
募
集
戸
数　
　

戸
３０

◇
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」
助
成

事
業

　

木
造
住
宅
に
耐
震
診
断
士
を
派

遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震

対
策
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

対
象
建
築
物　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
も
の
と
し
ま
す
。

①
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
の

個
人
住
宅
（
一
部
店
舗
等
併
用
住

宅
、
二
世
帯
住
宅
は
含
み
ま
す
が
、

構
造
が
丸
太
組
工
法
お
よ
び
プ
レ

フ
ァ
ブ
工
法
の
住
宅
や
、
用
途
が

ア
パ
ー
ト
、
長
屋
は
対
象
外
）

②
３
階
建
て
以
下

③
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
も
の

※
申
し
込
み
の
際
は
、
対
象
建
築

物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

◇
「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
」

助
成
事
業

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業

に
よ
り
耐
震
診
断
を
実
施
後
、
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
方
に
補

助
金
を
交
付
し
、
耐
震
対
策
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
建
築
物

　

先
に
作
成
し
た
改
修
計
画
に
基

づ
き
、
耐
震
改
修
工
事
施
工
後
の

総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
と
な
る

住
宅
、
ま
た
は
建
て
替
え
工
事
を

実
施
す
る
住
宅

※
改
修
計
画
の
結
果
、
１
、
２
階

と
も
改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る
場

合
は
、
１
、
２
階
と
も
改
修
工
事

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
改
修
工
事
は
平
成　

年
１

２３

住宅など耐震対策を
支援します

申込期間　　

　5 月 10 日（月）～ 12月 20 日（月）

申・問　建築指導課（内線 5673・

5674）


